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解説

▶

旧
小
方
公
民
館

第 3 回  定 例 会

　総
務
文
教
委
員
会

　
　
　
　主
な
審
査
内
容

●
大
竹
市
立
公
民
館
設
置
及
び
管
理
条

例
及
び
大
竹
市
立
公
民
館
使
用
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
小
方

公
民
館
を
廃
止
す
る
た
め
条
例
の
改
正

を
す
る
も
の
。
体
育
館
の
一
部
が
岩
国

大
竹
道
路
の
事
業
用
地
に
あ
た
る
こ
と

及
び
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
小

方
公
民
館
は
廃
止
し
て
体
育
館
部
分
は

解
体
し
、残
る
研
修
室
部
分
は「（
仮
称
）

地
域
福
祉
会
館
」
と
し
て
整
備
す
る
も

の
。

Ｑ
　
公
民
館
で
は
無
く
な
り
、
教
育
委
員

会
の
所
掌
を
離
れ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
、
子
育
て
、
地
域
の
課
題
解
決
等
に

つ
い
て
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
調
整
役
）

や
企
画
す
る
人
を
ど
う
育
成
し
、
ど
こ
に

配
置
す
る
の
か
を
問
う
。

Ａ
　
現
在
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
介
護
保
険

制
度
の
枠
内
で
完
結
し
な
い
。
ケ
ア
を
通

じ
た
ま
ち
づ
く
り
で
も
あ
る
。
今
ま
で
の

社
会
教
育
活
動
に
も
通
じ
る
。
ま
た
、
地

域
の
住
民
自
身
が
地
域
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
市
民
自
治
の
考
え
方
も
必
要
で
あ

る
。
そ
の
推
進
の
た
め
に
各
中
学
校
区
へ

の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

を
進
め
て
い
く
。
そ
の
役
割
の
人
を
育
て

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。
地
域
住
民

で
担
え
れ
ば
よ
い
が
、
行
政
の
職
員
が
担

う
可
能
性
も
あ
る
。

Ｑ
　（
仮
称
）
地
域
福
祉
会
館
は
、
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
、
福
祉
等
、
多
方
面
で

活
用
し
て
い
く
と
い
う
話
し
だ
が
、
社
会

教
育
、
生
涯
学
習
分
野
に
つ
い
て
教
育
委

員
会
は
ど
う
関
与
し
て
い
く
の
か
問
う
。

Ａ
　
総
合
市
民
会
館
の
職
員
が
中
心
と
な

り
、
地
域
課
題
な
ど
を
把
握
し
、
生
涯
学

習
講
座
の
充
実
や
課
題
の
解
決
に
向
け

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
調
整
役
）、
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
い
き
た
い
。公
民
館
の
廃
止
・

改
修
は
、
大
き
な
行
政
課
題
で
あ
り
地
域

課
題
で
も
あ
る
。
現
在
、
公
民
館
で
活
動

さ
れ
て
い
る
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
、
地
元

自
治
会
、
地
区
社
協
等
の
方
々
と
意
見
交

換
し
、
繋
が
り
が
生
ま
れ
て
い
る
。
今
ま

で
以
上
の
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
活
動
を

め
ざ
す
。

【
反
対
討
論
】

〇「
小
方
二
丁
目
で
は
会
長
を
通
じ
て
唯

一
、
大
竹
市
に
説
明
を
求
め
た
が
、
14
名

の
役
員
が
出
ら
れ
て
大
反
対
と
言
わ
れ
た
。

私
の
考
え
方
も
同
じ
で
あ
る
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
小
方
公
民
館
は
取
り
壊
し
て
跡
地
だ

け
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
改
修
が
起
爆

剤
に
な
れ
ば
、
高
齢
者
が
高
齢
者
を
見
守

る
と
い
う
時
代
に
即
応
し
た
施
設
が
で
き
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
む
」

【
そ
の
他
の
議
案
】

●
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

※

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

【
反
対
討
論
】

〇「
地
域
住
民
や
公
民
館
利
用
者
に
対
し

て
説
明
不
足
。
地
域
の
社
会
教
育
に
つ
い

て
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
運
営
上

の
基
本
が
な
さ
れ
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、

反
対
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

〇「
教
育
委
員
会
に
於
い
て
も
、
社
会
教

育
の
理
念
に
基
づ
き
議
論
も
な
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
活
動
と
公
民
館
の
役
割
を
同
居
さ
せ
る

発
想
は
受
け
入
れ
が
た
い
」

【
賛
成
討
論
】

〇「
公
民
館
が
地
域
福
祉
会
館
と
し
て
街

の
中
心
と
な
り
小
方
新
駅
の
設
置
運
動
と

併
せ
て
学
校
跡
地
利
用
を
含
む
亀
居
公
園

等
、
歴
史
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
担
当
職

員
の
努
力
を
期
待
し
賛
成
」

〇「
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
に
も
貢
献

で
き
る
拠
点
と
し
て
の
方
針
を
示
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
、
加
え
て
ま
ち
づ
く
り
の

機
構
改
革
を
意
図
し
た
方
向
性
に
も
賛
同

す
る
」

　 

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ
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解説

延伸された南栄下白石線終点の様子
（平成28年10月19日現在）

第3回定例会は、平成28年9月6日～9月20日の15日間行われました。
詳細については、平成28年12月ごろに本会議録が製本されますので、市ホームページ、
市情報公開コーナー、図書館等でご覧ください。市ホームページで録画中継もご覧いただけます。

　生
活
環
境
委
員
会

　
　
　
　主
な
審
査
内
容

●「
平
成
27
年
度
大
竹
市
水
道
事
業
会

計
決
算
」・「
平
成
27
年
度
工
業
用
水
道

事
業
会
計
決
算
」・「
平
成
27
年
度
公
共

下
水
道
事
業
会
計
決
算
」
認
定
に
つ
い

てＱ
　
３
会
計
と
も
黒
字
決
算
に
な
っ
て
い

る
が
、
人
件
費
は
特
に
水
道
会
計
で
減
少

し
て
お
り
、
職
員
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
の
懸
念
が
あ
る
。
ト
ー
タ
ル
的
な

人
数
も
減
っ
て
お
り
、
今
後
の
体
制
に
つ

い
て
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
人
件
費
は
そ
の
年
度
に
い
る
職
員
の

給
与
に
よ
っ
て
変
動
す
る
。
平
成
27
年
度

で
は
水
道
会
計
の
職
員
数
を
減
ら
し
、
下

水
道
会
計
職
員
を
増
や
し
て
業
務
量
に
対

応
す
る
た
め
人
員
は
要
望
し
た
い
が
、
市

全
体
で
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
長
部
局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
３
会
計
共
通
の
資
産
・
経
費
に
つ
い

て
、
例
え
ば
庁
舎
や
上
下
水
道
局
長
の
給

与
は
ど
の
よ
う
に
按
分
し
て
い
る
か
、
基

本
的
な
考
え
を
問
う
。

Ａ
　
３
会
計
で
相
互
に
関
連
す
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
負
担
割
合
に
関
す
る
基
準
を

設
け
て
対
応
し
て
い
る
。
庁
舎
は
平
成
６

年
に
建
設
し
、
当
時
は
水
道
事
業
、
工
業

用
水
道
事
業
の
２
事
業
で
あ
っ
た
た
め
約

半
分
ず
つ
の
負
担
で
建
設
し
て
い
る
。
下

水
道
事
業
は
平
成
18
年
か
ら
所
管
し
て
い

る
。
そ
の
際
に
当
時
の
会
計
別
職
員
配
置

数
に
よ
り
下
水
道
職
員
が
20
％
で
あ
っ
た

た
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
設
定
し
て
い
る
。

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
按
分
せ
ず
、

ど
こ
か
の
会
計
に
属
し
て
い
る
。

Ｑ
　
日
本
中
に
小
さ
な
水
道
事
業
者
が
あ

り
、
同
様
の
水
道
事
業
を
し
て
い
る
。
国

の
ほ
う
で
広
域
化
す
る
と
い
う
話
は
な
い

の
か
を
問
う
。

Ａ
　
今
後
小
さ
な
事
業
体
は
経
営
が
厳
し

く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
厚
生
労
働
省
が

広
域
化
の
検
討
に
つ
い
て
通
知
を
行
っ
て

い
る
。
広
島
県
で
は
、
食
品
生
活
衛
生
課

が
主
体
と
な
り
、
水
道
事
業
の
推
進
会
議

を
立
ち
上
げ
県
内
の
事
業
体
を
集
め
、
広

域
化
の
検
討
を
し
て
い
る
。

●
市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に

つ
い
て

　・
南
栄
下
白
石
線―

白
石
地
区
に
お

け
る
都
市
計
画
事
業
の
施
行
に
合
わ
せ

路
線
を
設
定

・
黒
川
18
号
線―

黒
川
三
丁
目
の
団
地

内
の
道
路
を
公
衆
用
道
路
と
し
て
市
道

認
定

・
立
戸
28
、
29
号
線―

立
戸
一
丁
目
団

地
内
の
道
路
を
公
衆
用
道
路
と
し
て
市

道
認
定

Ｑ
　
立
戸
28
号
線
に
つ
い
て
、
随
分
以
前

に
完
成
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に

な
っ
て
認
定
す
る
の
か
。
ま
た
、
所
有
権

は
い
つ
変
わ
っ
た
の
か
問
う
。

Ａ
　
民
間
に
よ
る
開
発
行
為
に
よ
り
生
じ

た
路
線
で
あ
り
、
平
成
４
年
６
月
に
、
本

市
へ
所
有
権
移
転
し
て
い
る
。
過
去
の
開

発
行
為
で
市
道
認
定
を
し
て
い
な
い
路
線

は
、
今
後
精
査
し
整
理
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
南
栄
下
白
石
線
は
、
終
点
の
位
置
を

30
メ
ー
ト
ル
延
伸
す
る
た
め
、
従
来
の
認

定
を
廃
止
し
、
新
規
認
定
を
す
る
。
終
点

の
地
番
が
替
わ
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、

起
点
と
経
過
地
の
地
番
も
変
わ
っ
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
問
う
。

Ａ
　
昭
和
50
年
代
に
市
内
の
全
路
線
を
廃

止
し
、
認
定
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
数
十

年
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
当
時
の
地
番

か
ら
分
筆
や
合
筆
の
登
記
が
さ
れ
、
地
番

に
変
更
が
生
じ
て
い
る
。
位
置
や
規
模
は

同
じ
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
議
案
】

●
平
成
28
年
度
大
竹
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

※

採
決
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
の
と
お
り
可
決

　 

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果

　
　
　
　
　
　
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ
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山本　孝三

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

いきいき百歳体操（阿多田島にて）

山本　孝三
　●介護保険制度について
　●マイナンバー制度について

北地　範久
　●大願寺地区造成事業の現状について
　●都市計画道路接続開通に伴う交通安全対策等について
　●大竹駅周辺整備事業の現状と今後の対応について
　●雨水対策事業の現状と今後の対応について

日域　究
　●大切なことは議会ファースト (fast) ですか
　●再度、大竹市選挙管理委員長に再点検作業の実態を問う

原田　博
　●犯罪被害者等支援条例の制定について
　●地域包括ケア構築に向けた市長のお考えを問う　

山崎　年一
　●子どもの貧困対策について
　●岩国基地の諸問題について

寺岡　公章
　●キャリアスタートウィークの状況と成果、今後の展望に

ついて

賀屋　幸治
　●小島雨水滞水池の現状分析と評価について

細川　雅子
　●小方地区における「人づくり・まちづくり」の進め方に

ついて

　
　
法
「
改
正
」
に
よ
り
、要
支
援
１
・

２
の
認
定
を
受
け
な
が
ら
も
、
通
所
・

訪
問
サ
ー
ビ
ス
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
、
更
に
、
福
祉
用
具
利
用
に
つ
い

て
も
、
今
後
介
護
２
ま
で
の
認
定
者
は
、

自
己
負
担
・
介
護
利
用
料
２
割
に
引
き

上
げ
な
ど
、
本
人
や
家
族
の
負
担
増
が

心
配
さ
れ
ま
す
。　
市
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　
　
要
支
援
認
定
を
受
け
た
方
が
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
国

に
お
い
て
介
護
保
険
制
度
改
正
の
審
議

中
で
あ
り
、
今
後
も
動
向
を
注
視
し
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

問

問

答

答 　
　
国
家
権
力
に
よ
り
国
民
の
個
人

情
報
を
管
理
し
、多
額
の
税
金
を
使
っ

て
運
用
す
る
こ
と
に
批
判
的
意
見
が

絶
え
ま
せ
ん
。

　
現
時
点
に
お
け
る
登
録
件
数
及
び

利
用
状
況
、
ま
た
、
情
報
保
護
対
策

強
化
・
制
度
運
用
拡
大
に
要
す
る
負

担
等
に
つ
い
て
、
報
告
と
説
明
を
求

め
ま
す
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
公
的
身

分
証
明
書
や
所
得
税
な
ど
の
電
子
申
告
に

利
用
で
き
る
も
の
で
、
本
年
８
月
末
現
在

で
、
２
，２
９
２
件
交
付
し
て
い
ま
す
。

情
報
保
護
対
策
と
し
て
、
ア
ク
セ
ス
制
御

や
内
部
不
正
防
止
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

現
在
は
、
新
た
に
シ
ス
テ
ム
化
す
る
業
務

は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

一 般 質 問第3 回定例会
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郷水踏切から

　
　
今
年
度
、
大
竹
地
区
・
立
戸
地

区
に
検
討
業
務
が
予
算
化
さ
れ
た
。

雨
水
対
策
元
年
と
位
置
付
け
一
日
も

早
い
対
応
、
解
決
が
望
ま
れ
る
が
、

今
後
の
対
応
を
問
い
ま
す
。

　
　
新
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
の
整
備

は
、
道
路
と
一
体
的
に
行
う
た
め
、
今

年
度
は
、
道
路
線
形
や
既
存
道
路
の
接

続
な
ど
の
概
略
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
立
戸
地
区
は
、
冠
水
範
囲
と
時
間
の

軽
減
の
た
め
、
流
末
の
排
水
施
設
を
整

備
し
ま
す
。
概
ね
５
年
間
の
計
画
で
、

今
年
度
は
、
調
査
設
計
を
行
い
ま
す
。

　
　
今
年
３
月
に
は
再
度
陳
情
も
提

出
さ
れ
、
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
へ

の
市
民
の
早
期
着
工
・
早
期
完
成
の

要
望
は
強
い
。Ｊ
Ｒ
と
の
基
本
的
事

項
の
合
意
が
で
き
、
事
業
を
加
速
度

的
に
進
め
る
時
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
対
応
を
問
い
ま
す
。

　　　
大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
は
、
基
本

設
計
案
を
も
と
に
、
関
係
鉄
道
事
業
者

と
事
業
費
削
減
策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

調
整
が
必
要
な
機
関
が
多
く
、
事
業
規

模
の
大
き
さ
、
特
殊
性
な
ど
か
ら
、
事

業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
体
制
作
り

は
重
要
な
課
題
と
考
え
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
大
願
寺
地
区
造
成
事
業
の
現
状
に

つ
い
て

○
都
市
計
画
道
路
接
続
開
通
に
伴
う

交
通
安
全
対
策
等
に
つ
い
て

　
　
小
方
体
育
館
が
無
く
な
る
こ
と

は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
公
民

館
の
１
階
の
全
部
を
公
民
館
設
置
及

び
管
理
条
例
の
変
更
を
し
て
ま
で
民

間
の
法
人
で
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
そ
の
拠
点
と
し
て
提
供
す

る
理
由
が
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
議
会
に
も
満
足
な
説
明
は
な
く
、

対
象
区
域
で
あ
る
小
方
中
学
校
区
の

大
部
分
の
自
治
会
長
に
も
説
明
は
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
唯
一
地
元
の
要
望

で
開
催
さ
れ
た
小
方
二
丁
目
自
治
会

の
住
民
対
象
説
明
会
は
「
シ
ル
バ
ー

入
居
大
反
対
」
の
大
合
唱
で
し
た
。

シ
ル
バ
ー
は
高
齢
者
の
労
務
対
策
事

業
で
あ
り
、
公
民
館
活
動
と
も
福
祉

事
業
と
も
違
い
ま
す
。
公
民
館
を
地

域
福
祉
会
館
と
改
称
し
、
そ
の
１
階

は
シ
ル
バ
ー
が
占
拠
す
る
と
い
う
議

案
は
、
12
月
議
会
ま
で
先
送
り
し
、

そ
の
間
に
市
民
が
納
得
す
る
ま
で
丁

寧
な
地
元
説
明
を
す
べ
き
で
す
。

　
　
小
方
公
民
館
の
廃
止
と
改
修
後
の

方
向
性
は
、
目
途
が
つ
い
た
段
階
の
６

月
に
、議
員
の
皆
様
に
お
示
し
し
ま
し
た
。

　
集
会
機
能
と
し
て
利
用
す
る
小
方
３

自
治
会
役
員
や
、
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
団
体
な
ど
実
際
の
利
用
者
に
配
慮

し
な
が
ら
、
新
た
な
施
設
の
活
用
策
、

必
要
な
機
能
、
管
理
運
営
方
法
等
を
検

討
し
、
地
域
福
祉
活
動
、
住
民
活
動
、

生
涯
学
習
活
動
、
避
難
所
の
４
つ
の
機

能
を
持
つ
施
設
と
し
て
整
備
す
る
方
針

を
定
め
ま
し
た
。

　
管
理
者
は
、
陳
情
採
択
も
考
慮
し
、

地
域
福
祉
推
進
の
場
と
す
る
施
設
の
方

向
性
に
合
致
す
る
と
考
え
、
大
竹
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
候
補
に
、
１

階
を
使
用
す
る
方
向
で
協
議
し
て
い
ま

す
。
市
民
の
皆
様
は
主
に
２
階
の
使
用

に
な
り
ま
す
が
、
稼
働
率
か
ら
は
曜
日

や
時
間
帯
の
工
夫
で
十
分
に
機
能
を
果

た
せ
る
と
考
え
ま
す
。

雨
水
対
策
の
現
状
と

　
　
　
　今
後
の
対
応
に
つ
い
て

大
竹
駅
周
辺
整
備
事
業
の
現
状
と

　
　
　
　今
後
の
対
応
に
つ
い
て

問問

問

答

答

答

北地　範久

日域　究

小
方
公
民
館
廃
止
の
経
緯
に
つ
い
て

市の考えを問う
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子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
問
う

　
　
平
成
28
年
７
月
障
害
者
施
設
で

入
所
者
が
殺
害
さ
れ
た
事
件
は
、
大

き
な
衝
撃
で
し
た
。

　
一
方
、
平
成
16
年
に
制
定
さ
れ
た

【
犯
罪
被
害
者
基
本
法
】
に
は
、国
・

地
方
公
共
団
体
の
責
務
な
ど
が
示
さ

れ
て
お
り
、
役
割
、
実
行
が
問
わ
れ

ま
す
、
本
市
の
犯
罪
被
害
者
等
条
例

制
定
へ
の
お
考
え
を
問
い
ま
す
。

　
　
県
及
び
県
内
市
町
の
取
組
状
況
を

参
考
に
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の

制
定
も
含
め
、
犯
罪
被
害
者
等
に
対
す

る
総
合
的
な
支
援
策
を
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　
　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
と
の
う
た
い
文

句
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
、
私
た
ち
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
心
掛
け
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
か
、
お
考
え
を
問
い
ま
す
。

　　
　
住
民
主
体
で
健
康
づ
く
り
を
進
め

る
地
域
も
あ
り
、
介
護
予
防
意
識
が
高

い
こ
と
が
本
市
の
強
み
で
す
。
高
齢
者

自
身
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
担

い
手
の
一
員
で
あ
り
、
元
気
を
維
持
し
、

地
域
に
お
住
い
の
方
が
そ
の
地
域
の
方

を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。皆
さ
ん
に
は
取
組
に
興
味
を
持
ち
、

積
極
的
に
関
わ
っ
て
頂
く
と
と
も
に
、

自
助
・
互
助
の
心
構
え
を
持
っ
て
頂
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
米
軍
は
８
月
27
日
か
ら
31
日
ま

で
硫
黄
島
で
訓
練
が
で
き
な
い
場
合
、

岩
国
基
地
で
行
う
と
通
告
し
ま
し
た
。

予
備
基
地
指
定
を
受
け
た
厚
木
・
三

沢
・
岩
国
の
基
地
提
供
自
治
体
や
周

辺
自
治
体
が
す
べ
て
中
止
要
請
や
抗

議
を
し
て
い
ま
す
。
入
山
市
長
は
、

一
度
も
中
止
要
請
や
抗
議
を
し
て
い

ま
せ
ん
。
艦
載
機
移
駐
を
目
前
に
し

て
改
め
て
市
長
の
見
解
を
求
め
ま
す
。

　
　
岩
国
基
地
で
訓
練
を
し
な
い
よ
う

強
く
願
う
の
は
当
然
で
す
。
広
島
県
も

岩
国
基
地
で
実
施
し
な
い
こ
と
や
予
備

施
設
に
指
定
し
な
い
こ
と
を
要
請
し
て

い
ま
す
。
本
市
も
、
特
に
影
響
を
受
け

る
阿
多
田
島
へ
の
配
慮
と
Ｆ
35
Ｂ
配
備

に
伴
う
騒
音
予
測
の
早
期
実
施
と
説
明

を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
　
厚
労
省
の
調
査
で
は
、
我
が
国

の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
６
人
に
１
人

が
貧
困
状
態
で
、
貧
困
線
は
１
２
２

万
円
で
す
。
本
市
の
実
態
を
正
し
く

把
握
し
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
対

策
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
貧
困
の

実
態
把
握
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

　
　
母
子
保
健
や
児
童
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
で
保
護
者
や
子
ど
も
と
接
す
る
際
に

把
握
に
努
め
、
具
体
的
な
支
援
や
見
守

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
貧
困
へ
の
支
援
制
度
は
、

広
報
紙
等
で
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

未
申
請
の
対
象
家
庭
を
把
握
し
た
場
合

に
は
、
個
別
に
相
談
を
進
め
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

　
　
　
　
　
　制
定
へ
の
考
え
は

地
域
包
括
ケ
ア
、

　
　わ
た
し
た
ち
は
何
を
す
る
の

問

問

問

問

答

答

答

答

原田　　博

山崎　年一

岩
国
基
地
の
諸
問
題
に
つ
い
て
問
う

一 般 質 問第3 回定例会
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協
力
事
業
所
に
立
て
ら
れ
た
の
ぼ
り

小島雨水滞水池

　
　
今
年
の
夏
も
市
内
の
全
中
学
２

年
生
が
５
日
間
の
キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー

ト
・
ウ
ィ
ー
ク
に
挑
み
ま
し
た
。

　
約
10
年
間
継
続
し
て
い
る
こ
の
事

業
で
す
が
、
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
る

市
内
事
業
所
の
絶
大
な
ご
協
力
の
も

と
、
学
校
現
場
や
教
育
行
政
で
は
、

長
年
、
大
変
な
ご
苦
労
を
し
て
生
徒

と
事
業
所
を
結
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
近
年
の

状
況
、
ま
た
今
後
の
展
望
の
他
、
学

校
で
の
生
徒
受
け
入
れ
や
、
効
果
を

確
認
す
る
た
め
の
追
跡
調
査
、
関
係

者
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
理
念
の

共
有
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
併
せ
て
、
わ
が
ま
ち
プ
ラ
ン
の
大

き
な
柱
、「
大
竹
を
愛
す
る
人
づ
く

り
」
と
の
関
連
性
を
ど
う
認
識
し
て

お
ら
れ
る
か
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
開
始
か
ら
地
道
に
受
入
先
を
増
や

し
、
今
で
は
70
カ
所
を
超
す
事
業
所
で

職
場
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
で
の
受
入
は
学
校
の
現
状
や

生
徒
の
希
望
を
聞
き
検
討
し
ま
す
。
職

場
体
験
を
し
た
生
徒
の
本
市
へ
の
就
職

状
況
は
未
把
握
で
す
が
、
大
竹
で
働
き
、

住
み
続
け
た
い
と
思
う
よ
う
な
生
徒
の

育
成
に
努
め
ま
す
。
取
組
が
形
式
的
に

な
ら
な
い
よ
う
学
校
や
推
進
委
員
会
で

ね
ら
い
を
確
認
し
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
生
き
方
を
選
択
で
き
る
能
力
、

態
度
を
育
成
す
る
取
組
を
実
現
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
仕
事
と
い
う
新
た
な

視
点
で
ま
ち
と
接
し
、
そ
の
誇
り
と
愛

着
が
や
が
て
大
竹
に
帰
っ
て
く
れ
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
受

入
事
業
者
と
も
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を

育
て
る
機
運
が
醸
成
さ
れ
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。

　
　
大
竹
市
の
雨
水
対
策
の
中
で
小

島
雨
水
滞
水
池
は
上
流
域
の
雨
水
調

整
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
近
年
の
地

球
温
暖
化
に
よ
る
気
象
変
動
で
、
全

国
各
地
で
記
録
的
な
豪
雨
被
害
が
発

生
し
て
お
り
、
本
市
で
も
雨
水
対
策

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

　
小
島
雨
水
滞
水
池
の
航
空
写
真
を

見
る
と
滞
水
面
積
の
約
40
％
位
が
水

面
を
葦
で
覆
わ
れ
、
土
砂
が
堆
積
し

て
い
る
様
に
見
え
る
が
、
こ
の
状
況

で
滞
水
池
と
し
て
の
調
整
能
力
に
つ

い
て
現
状
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、

ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
を
問
い
ま

す
。

　
ま
た
、
直
近
流
入
水
路
の
断
面
積

が
上
流
側
（
幅
4.4
ｍ×

深
1.4
ｍ
）
に

対
し
下
流
側
（
幅
1.6
ｍ×

深
1.4
ｍ
）

が
半
分
以
下
に
絞
ら
れ
た
区
間
が
あ

る
が
、こ
の
対
策
に
つ
い
て
問
い
ま
す
。

　
　
平
成
22
年
度
に
滞
水
池
の
横
断
測

量
調
査
を
実
施
し
、
お
お
む
ね
の
滞
水
能

力
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　
記
録
的
な
豪
雨
被
害
が
全
国
で
発
生
し
、

雨
水
対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

現
状
で
は
大
雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
ポ

ン
プ
を
先
行
待
機
運
転
し
、
滞
水
池
の
水

位
を
予
め
低
下
さ
せ
る
な
ど
、
浸
水
被
害

等
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
適
切
に
維
持
管
理
を
行
い
、

雨
水
対
策
を
行
い
ま
す
。

　
小
島
雨
水
滞
水
池
へ
の
水
路
断
面
は
、

改
良
を
要
す
る
個
所
が
あ
り
ま
す
が
、
実

施
に
は
相
当
の
費
用
が
必
要
で
あ
り
、
下

水
道
事
業
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
と
経
営
状
況

を
考
慮
し
時
期
や
手
法
な
ど
を
検
討
す
る

考
え
で
す
。
当
面
は
浚
渫
な
ど
の
維
持
管

理
を
着
実
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問

小
島
雨
水
滞
水
池
の

  

現
状
分
析
と
評
価
に
つ
い
て

問

答

答

寺岡　公章

賀屋　幸治

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・

　
　
　 ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て

あ
し

し
ゅ
ん
せ
つ

市の考えを問う
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（仮称）地域福祉会館
の二階部分の図面

　
　
市
長
は
今
議
会
に
お
い
て
、
地

区
公
民
館
で
あ
る
小
方
公
民
館
の
廃

止
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
予
定
で
は
、

平
成
30
年
４
月
に
、
高
齢
者
福
祉
に

軸
足
を
お
い
た
地
域
福
祉
の
活
動
の

場
、
人
は
配
置
し
な
い
空
間
と
し
て

再
出
発
し
ま
す
。

　
地
区
公
民
館
に
は
、
社
会
教
育
と

併
せ
て
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
小
方
地
区
に
お
け
る
社
会
教
育
と

ま
ち
づ
く
り
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

　
　
福
祉
と
い
う
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
、
お

互
い
が
支
え
合
い
、
力
を
出
し
合
っ
て
、

新
し
い
施
設
が
機
能
す
る
仕
組
み
を
つ

く
り
、
市
全
体
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
（
仮
称
）

地
域
福
祉
会
館
を
拠
点
に
、
さ
ら
に
安

心
し
て
過
ご
せ
、
き
ず
な
が
で
き
る
よ

う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
の
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
推

進
に
は
、
総
合
市
民
会
館
の
地
区
担
当

職
員
が
中
心
と
な
り
、
地
域
課
題
や
学

習
ニ
ー
ズ
の
把
握
等
に
努
め
、
生
涯
学

習
講
座
の
充
実
や
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
、ま
た
生
涯
学
習
、

社
会
教
育
活
動
の
場
と
し
て
、
協
働
し

た
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
ま
す
。

小
方
地
区
に
お
け
る
「
人
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
」
の
進
め
方
に
つ
い
て

問

答

細川　雅子

一 般 質 問第3 回定例会

議　案　な　ど

児
玉
朋
也

末
広
和
基

賀
屋
幸
治

北
地
範
久

西
村
一
啓

和
田
芳
弘

大
井
　
渉

網
谷
芳
孝

藤
井
　
馨

山
崎
年
一

日
域
　
究

細
川
雅
子

寺
岡
公
章

原
田
　
博

田
中
実
穂

山
本
孝
三

審議結果

議案第47号
大竹市立公民館設置及び管理
条例及び大竹市立公民館使用
条例の一部改正について

－ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第48号 市道路線の廃止及び認定につ
いて － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第49号 平成２８年度大竹市一般会計補
正予算〔第２号〕 － ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● 原案可決

議案第50号 平成２８年度大竹市介護保険特
別会計補正予算〔第１号〕 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第51号 平成２８年度大竹市一般会計補
正予算〔第３号〕 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

認第4号 平成２７年度大竹市水道事業会
計決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認第5号 平成２７年度大竹市工業用水道
事業会計決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

認第6号 平成２７年度大竹市公共下水道
事業会計決算の認定について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

第３回市議会（定例会）　議案の審議結果表（主な議案）

この表は本会議で採決のあと、本人の申告にもとづいて作成したものです。
○ : 賛成　●：反対　― : 議長（議長は採決に加わりません）
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請願・陳情・意見書名
請願・陳情・意見書提出者 要　旨 ●付託委員会　○委員会の討論

　【委員会の結果】 【本会議の結果】

小方小学校移転跡地に
「公園」設置陳情

小方一丁目南自治会
会長　飯森 仁志
ほか２団体

①地区自治会の各種イベントが出来る広場であること
②幼児～高齢者までが使用できる広場であること
③小方小学校跡地としてのモニュメントを設置す
ること
④災害対策本部が設置された際の第２次避難場
所の新規指定

●小方地域まちづくり対策特別委員会

○「旧小方小・中学校跡地の利活用の
動向を踏まえて審査する必要がある」

【継続審査】

【継続審査】

港町ポンプ場の移転までにお
ける対応についての陳情

大竹市港町一丁目１番２６号　
港町一丁目自治会長　小幡 哲雄

　今秋オープンの株式会社コメリの開店後につい
て、車の渋滞が予想される。ついては、当自治会の
案であるが、港町ポンプ場が移転すると渋滞は大
分緩和されると思う。平成２４年開催の地区懇談
会の時に移転は岩国大竹道路の工事と合わせて
になるとの土木課の回答であったが、大林組の敷
地側道路を広くして、車の通り抜けを検討するとの
話もあった。現在、大林組はここを使っていないの
で、応急的に検討して頂きたい。

●生活環境委員会

○「大型商業施設開店後の交通状況を
踏まえて審査する必要があるため」

【継続審査】

【継続審査】

少人数学級の推進などの定
数改善、義務教育費国庫負担
制度２分の１復元に係る意見
書採択について

連合広島大竹・廿日市地域協議会
議長　堀谷 俊志
広島県教職員組合大竹廿日市支区
支区長　平野 克博

　将来を担い、社会の基盤づくりにつながる子ど
もたちへの教育は極めて重要である。子どもや若
者の学びを切れ目なく支援し、人材育成・創出から
雇用・就業の拡大につなげる必要がある。
　意見書（案）を採択し、国の関係機関（内閣総理
大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣）へ提出
していただくようお願いする。
（意見書は下記参照）

●総務文教委員会
○「少人数学級の推進については、学
力向上や授業改善という点において
効果的な取り組みであり、義務教育
費国庫負担割合を1/3から1/2に引
き上げることについても、教育施策
の充実と教育水準の向上につながる
もの」

【採択】

【採択】

次期介護保険制度改正にお
ける福祉用具、住宅改修の見
直しに関する意見書の提出に
ついて

大竹市議会議員　田中 実穂

　関係行政庁に対し、次期介護保険制度改正にお
ける福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書
を提出しようとするもの。
（意見書は下記参照）

付託なし 【採択】

陳情・請願・意見書

次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しに関する意見書（抜粋）
　平成２７年６月３０日に閣議決定された「骨太の方針」の中で、次期介護保険制度改正に向けて、軽度者に対する福祉
用具貸与等の給付の見直しを検討することが盛り込まれました。現行の介護保険制度による福祉用具、住宅改修のサービ
スは、高齢者自身の自立意欲を高め、介護者の負担軽減を図るという極めて重要な役割を果たしています。また、安全な
外出機会を保障することによって、特に一人暮らしの高齢者のとじこもりを防ぎ、社会生活の維持につながっています。
　仮に軽度者に対する福祉用具、住宅改修の利用が原則自己負担になれば、特に低所得世帯等弱者の切り捨てになりかね
ず、また、福祉用具、住宅改修の利用が抑制され重度化が進展し、結果として介護保険給付の適正化という目的に反して
高齢者の自律的な生活を阻害し給付費が増大するおそれがあります。
　以上の理由から次期介護保険制度改正における福祉用具、住宅改修の見直しにおいては、高齢者の自立を支援し、介
護の重度化を防ぐといった介護保険の理念に沿って介護が必要な方の生活を支える観点から検討を行うことを強く求め
ます。
 　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 
　　　平成２８年９月６日     ( 提出先 )　内閣総理大臣、厚生労働大臣

少人数学級の推進などの定数改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書（抜粋）
１．少人数学級を推進すること。具体的学級規模は、ＯＥＣＤ諸国並みの豊かな教育環境を整備するため、３０人以下学

級とすること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制度の堅持とともに、国負担割合を２分の１に復

元すること。
　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。 
　　　平成２８年９月２０日     （提出先）内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、総務大臣
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議会日誌
基地周辺対策特別委員会
広報広聴特別委員会
石油基地防災対策都市議会協議会夏季実行運動（東京都）
広報広聴特別委員会
生活環境委員政策研究会
小方地域まちづくり対策特別委員会
地方港湾整備促進期成同盟会総会（大崎上島町）
基地周辺対策特別委員会
議員全員協議会
議会運営委員会
広報広聴特別委員会
本会議
本会議
総務文教委員会
総務文教委員政策研究会
生活環境委員会
生活環境委員協議会
総務文教委員会
基地周辺対策特別委員会
小方地域まちづくり対策特別委員会

議会改革調査会
議会運営委員会
生活環境委員政策研究会
本会議
決算特別委員会
決算特別委員会
広報広聴特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会（～6日）
議員全員協議会
広報広聴特別委員会
基地周辺対策特別委員会
広報広聴特別委員会
広島県市議会議長会臨時会（尾道市）
小瀬川総合整備促進期成同盟会要望活動（東京都）

茨城県ひたちなか市議会
　「小中一貫教育（小方学園）について」
長崎県大村市議会
　「公共交通について」
鹿児島県南種子島町議会
　「岩国基地に伴う再編交付金について」

３日

８日
１２日
１８日

２６日

３０日

６日
７日
８日

９日

１２日

１４日

２０日

２３日
２８日
２９日
４日
7日
１１日

１７日

１９日
【視察来訪】

１２日

２５日

８月

９月

8 月～10 月

１０月

１０月

政務活動費って？
〇政務活動費とは
　政務活動費とは、「地方自治法」、「大竹市議会政務活動費の交付に関する条例」等に基づき、
議員がその職責・職務を果たすために行う様々な政務活動の経費の一部として交付されるもの
です。議員は、当該年度に係る政務活動費の収入額、支出額、残額を記載した収支報告書及び
領収書等の証拠書類を添えて議長に提出しています。なお残額は返還します。平成 27 年度の
残額（返還額）は 1,248,448 円です。

〇交付額は？
　1人当たり月額 18,000 円×12ヵ月です。（年額 216,000 円）
　議員 16人の総額は 3,456,000 円です。

〇どんなことに使えるの？
　調査研究に係る経費、研修会等に参加に要する費用、議員が行う活動や市政について住民に
報告するために要する経費、活動に必要な資料作成に要する経費、活動に必要な図書や資料等
の購入に要する経費などに使えます。

〇収支報告書等は閲覧できるの？
　情報公開の手続きを経て、閲覧または写しの交付を請求できます。詳しくは、議会事務局に
お問い合わせください。（℡　59-2183）
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件　名
平成　年　月　日

大竹市議会議長　　　　　様
住　所　　　　　　　
氏　名　　　　　　㊞
紹介議員　　　　　㊞

趣旨

項目・
　　・
　　・

８
月
号
の
記
事
の
訂
正

◇
Ｐ
５
　
細
川
議
員
の
一
般
質
問
に

つ
い
て

上
段
の
タ
イ
ト
ル

　市
民
の
関
心
事
に
対
す
る

　
説
明
責
任
に
つ
い
て
問
い
ま
す

　を
削
除
し
、
下
段
の

　ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
方
の

「
見
え
る
化
」
で
、
ま
ち
を
元
気
に
！

　を
上
段
に
入
れ
替
え
、
タ
イ
ト
ル
と

し
ま
す
。

　
関
係
者
の
方
々
に
は
大
変
ご
迷
惑

お
か
け
し
ま
し
た
。

　
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

議会を傍聴しませんか
　
市
議
会
で
は
予
算
や
条
例
を
は
じ
め
行
政

に
対
す
る
一
般
質
問
な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
審
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
、
委
員
会
と
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

議
会
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
傍

聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

 12
月
議
会
日
程（
予
定
）

　
本
会
議
　
　
　
　
　
　
　
12
月
１
日（
木
）

　
本
会
議（
予
備
日
）　
　
　
12
月
２
日（
金
）

　
常
任
委
員
会
　
　
　
　
　
12
月
５
日（
月
）

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　 

12
月
６
日（
火
）

　
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
12
月
７
日（
水
）

　
本
会
議
　
　
　
　
　
　
　
12
月
14
日（
水
）

「市政のあらまし（平成2８年度版）」
を販売しています。（1冊1,000円）
　市のあゆみ、人口規模や予算・決算状
況をはじめ、市の業務全般にわたる状況
が集約されています。
　議会事務局で
販売しています。
　大竹市情報公
開コーナー、図
書館等でも閲覧
できます。

請
願
や
陳
情
の
提
出
方
法

　
ど
な
た
で
も
市
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
，
直
接
，

市
議
会
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

請
願
と
陳
情
の
違
い
　

　
請
願 

は
、
委
員
会
で
審
議
さ
れ
た
後
、
本
会
議
で
採
択
（
請

願
に
賛
成
）
か
不
採
択
（
請
願
に
反
対
）
か
が
決
め
ら
れ
ま
す
。

※

請
願
書
の
提
出
に
は
、
市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

　
陳
情 

は
、
市
民
、
市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
、
市
内
の
各

種
団
体
に
所
属
す
る
方
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
市
政
に
直

接
関
係
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
本
会
議
で
審
議
さ
れ
、
採
択
か
不
採
択
か
が
決
め
ら

れ
ま
す
。

　
委
員
会
で
審
査
さ
れ
な
い
陳
情
書
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合

は
、
議
員
に
写
し
を
配
布
し
ま
す
。

② 

書
き
方
　

※

陳
情
書
の
場
合
、
紹
介
議
員
の
欄
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

③ 

提
出
先
　

　
　
大
竹
市
役
所
５
階
の
議
会
事
務
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
前
に
、
お
電
話
で
の
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
☎
５
９
‐
２
１
８
３
）

2016（平成28）.11　市議会だより11



〈分団長〉川本啓一　〈指揮者〉田丸弘樹
〈１番員〉太田悠一　〈２番員〉小田上尚典　〈３番員〉土本　智
〈補　欠〉今田光明　〈補助員〉榊田財得　　　　　　  （敬称略）

第
14回

ス
マ
イ
ル
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ああ
とと
がが
きき広

報
広
聴
特
別
委
員

　
第
４
分
団
は
大
竹
市
代
表
と
し
て
、

来
年
広
島
県
大
会
出
場
に
む
け
練
習
に

取
り
組
み
始
め
て
い
ま
す
。
選
手
の
皆

さ
ん
と
分
団
一
体
の
姿
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

練
習
で
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
？

　
仕
事
の
都
合
で
選
手
全
員
が
揃
い
に

く
い
事
で
す
。
業
種
、
勤
務
形
態
が
違

う
の
で
、
一
部
選
手
で
の
訓
練
に
経
験

者
が
代
打
で
入
っ
た
り
し
な
が
ら
、
早

朝
５
時
か
ら
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
分
団
の
特
徴
は
、
経
験
者
豊
富

で
、
指
導
者
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

２
ヶ
月
で
52
回
の
練
習
や
夜
９
時
以
降

も
含
め
、
交
代
勤
務
の
時
間
調
整
に
苦

慮
し
な
が
ら
も
、
分
団
全
体
で
支
え
な

が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
と
し
て
選
手
メ
ン
バ
ー
は
ど
う
で

す
か
？

　
最
初
は
、
実
に
し
ご
き
が
い
が
あ
る

な
ー
、
鍛
え
が
い
が
あ
る
な
ー
と
思
い

ま
し
た
が
、
大
会
前
に
は
、
過
去
の
僕

た
ち
よ
り
上
を
い
く
ま
で
育
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
自
分
も
出
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
譲
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

し
た
。

　
指
導
者
か
ら
見
て
、
自
分
た
ち
よ
り
成

長
し
た
と
い
え
る
の
は
、
先
輩
冥
利
に
尽

き
ま
す
ね
。

　
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
地
域
の
防
災
訓

練
や
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き

ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
早
い
も
の
で
昨
年
広
報
広
聴
特
別

委
員
に
な
り
１
年
が
た
ち
、
今
年
も

余
す
と
こ
ろ
あ
と
２
ヵ
月
。
議
会
の

開
催
予
定
も
来
月
の
12
月
定
例
会
を

残
す
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
議
会
改
革
を
進
め
る
た
め
に
も
、

議
会
報
告
会
な
ど
開
き
、
前
進
す
る

議
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、「
笑
顔
・

元
気
　
か
が
や
く
大
竹
」
を
テ
ー
マ

に
、
議
会
も
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
た
ち
広
報
広
聴
特
別
委
員
も
正

確
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
市

政
の
現
状
に
つ
い
て
、
よ
り
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
期
待
や
疑
問
に
こ
た
え
得

る
議
会
と
な
る
た
め
に
、
そ
し
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
議
会
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
も
、
こ
の
議
会
だ
よ
り

の
果
た
す
役
割
を
最
大
限
発
揮
で
き

る
よ
う
、
読
み
や
す
く
、
見
や
す
い

よ
う
に
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ご
意
見
ご
感
想
な
ど
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。　委 

員 

長 

山  

崎  

年  

一

　副
委
員
長 

和  

田  

芳  

弘
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治
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啓

 
 

日  

域  

　

  

究

市
議
会
だ
よ
り
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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第１４回のインタビューは，大竹市消防団小型ポンプ操法大会で
３回連続優勝された大竹市消防団　第４分団の方々です。　　　　　　　
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